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1974年から1983年の間に,皮 膚疾患を伴った消化器癌症例 (16例)と して,胃 痛857例中12例 (皮膚

筋炎 3例,帯 状疱疹 2例,天 疱盾 1例,類 天疱清 1例,紅 皮症 1例,結 節性痒疹 1例,他 3例),結 腸

直腸癌303例中 2例 (皮膚筋炎 1例,類 天疱盾 1例),胆 襲,胆 道癌81例中 2例 (天疱清 1例,帯 状疱

疹 1例)を 経験し,年 齢は平均66.7歳,男 女比10:6で あった.全 体として分化型腺癌14例未分化型

腺癌 2例であった。治癒,非 治癒切除術を問わず,主 病変切除にて皮膚病変の改善を16例中 9例 に認

めた。皮膚筋炎併存例はきわめて予後不良であり,皮 膚病変出現時の癌検索にて必ずしも早期病変が

発見されるわけではなかった。

索引用語 :皮膚疾患と消化器癌

はじ3めに

皮膚は人体の表面を覆 う器管として外界からの刺激

に対して順応的または防御的に反応する。一方におい

て皮膚はまた,体 内の状態変化に伴ない特有の皮膚症

状を呈し,全身疾患または内臓病変とともに経過する。

この皮膚の変化はDermadromと 称されている。これ

らの全身及び内臓疾患が悪性腫瘍である場合,

Syndroma dermato‐tumoraleと呼ばれる1).特異的皮

膚病変は悪性腫瘍の皮膚転移の結果で認められ,非 特

異的皮膚病変は潜在している内臓悪性腫瘍と同時に,

あるいは近い時期に発生し,悪 性腫瘍の経過と平行し

て変化する場合と,独 立した皮膚疾患が内臓悪性腫瘍

に併発してくる場合があり,皮 膚筋炎,黒 色表皮症な

どが良く知られている。われわれは9年間に皮膚疾患
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を伴った消化器癌16例を経験したので若子の文献的考

察を加えて報告する。

症  例

対象,頻 度 :教室において1974年から1983年の9年

表1 皮 膚疾息と消化器癌

皮膚疾患     症 例   消 4LS   症 例

皮膚筋炎 4唖
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縛
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(0.66%),胆肇及び胆道癌2/81例(2,44%)であった。

皮膚疾患と消化器癌の組み合せでは,皮 膚筋炎では4

例中3例が胃癌であり,そ の他の皮膚疾患全てに胃癌
の併存が認められた。自治医大皮膚科における皮膚疾

患中の消化器癌の併存の頻度は,皮膚筋炎4/6(66%),

天疱盾2/24(8%),類 天疱清2/22(9%),結 節性痒疹
1/40(3%),紅 皮症1/18(6%),シ ェーグレイン1/3

(33%)な どであった。

年齢,性 別 :年齢は52～80歳で,平 均66.7歳,男 性

間に,皮 膚疾患と消化器癌が併存した症例は16例であ
り(表1),皮 膚疾患の内訳は皮膚筋炎 4例,帯 状疱疹
3例,天 疱盾 24/11,類天疱盾 2例,結 節性痒疹 1例,
紅皮症 1例,汗 孔性角化症 1例,自 斑 1例,シ ェーグ
レン症候群に伴う皮膚病変 1例である(図1～ 5)。 こ

れら消化器癌の内訳は,胃 癌が12例と最も多く直腸癌
2例,胆 嚢癌 1例,総 胆管癌 1例であった。同時期に
おける部位別手術症例のうち皮膚疾患が認められた頻
度 は, 胃 癌1 2 / 8 5 7 7 1 1 ( 1 . 4 % ) , 結腸 直腸癌2 / 3 0 3 例

図2 典 型的皮膚病所見 (2)

図 1 典 型的膚所見 (1) 図3 典 型的皮膚所見 (3)

図4 典 型的皮膚所見 (4)



図5 典 型的皮膚所見 (5)
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では平均70.2歳,女 性では61.0歳と男性は高齢者が多

かった。性別では男性10例,女 性 6例であった。

診断経過 :内臓悪性腫瘍と関係が問題となるPeut‐

z‐Jeghers症候群,Cardner症 候群などの皮膚症状を

伴う遺伝性症候群の症例はなく,全 例,家 族歴に特記

すべきものはなかった。

16例中10例は消化器症状はなく,皮 膚症状のため皮

膚科を受診し,精 査の過程で癌を診断された.汗 孔性

角化症,白 斑,シ ューグレーン症候群の3例は皮膚症
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状が先行し経過観察中に消化器症状が出現し消化器癌

と診断された.皮 膚筋炎の1例は,皮 膚症状と同時に

下血があり,直 腸癌と診断された。また皮膚筋炎の1

例は皮膚症状発現時にα‐Feto‐proteinの高値を示し

癌合併を強く疑われ,悪 性腫瘍検索にて進行胃癌と診

断された。さらに胆禁癌の術後 (切除不能例)7日 目

に帯状疱疹を併発した 1例を認めた (表2)。

消化器癌の進行度と治療,予 後(表3)!胃 癌12例中

9例では進行癌, 3711は早期胃癌であり肉眼的所見で

はBormlan 3型 4例,2型 3例,4型 1例であり,皮

膚筋炎の3例は全て進行癌であった。 こ のうち1例に

は治癒切除術,他 の2例は非治癒切除術であったが,

いずれも予後は不良で, 3例 とも術後 6カ月以内に死

亡した。天疱清,類 天疱清の2例 は脳内出血にて死亡

し手術は施行しなかった。帯状疱疹,結 節性岸疹,紅

表2 症 状出現と診断経過
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皮症例は Stage II以下で治癒切除可能であ り,予 後は

良好であった.皮 膚筋炎例の皮膚症状経過は,治 癒,

非治癒切除にかかわらず主病変を切除した 2例 は一時

的に軽快 したが,Bypass手 術施行例では不変であっ

た。

直腸癌 2例 の うち,皮 膚筋炎合併の 1例 は治癒切除

術は施行できず,ゃ がて肝転移が出現し,術 後 8カ 月
目に死亡したが,腫 瘤切除後皮膚症状は一時的に改善
した。類天疱盾の1711は治癒切除術を施行し,術 後ス

テ■イド投与量を減量することができ,皮 膚症状は消
失し予後は良好であった。

天疱清にみられた総胆管癌は非治癒切除術であった
が,術 後皮膚症状の改善を示した。

病理 :全体では分化型腺癌14例,未 分化型腺癌 2例
で,分 化型腺癌が多く,皮 膚筋炎,天 疱清群紅皮症,
結節性痒疹にみられた消化器の癌はいずれも分化型腺
癌であった。

考  察

1)皮 膚筋炎と悪性腫瘍 :皮膚筋炎に悪性腫瘍が併
存するとの報告は多く,本邦では胃癌が圧倒的に多い.
自験例でも4例中3例は胃癌であり, 1211が直腸癌で

あった。篠島らのの報告によると,本邦では患者にみら
れた悪性腫瘍166例中,消化器癌は99例でそのうち71例

(71.7%ルま胃癌であると報告している。胃癌に次いで

肺癌14例,子 宮癌12例,乳 癌10例の順であり,直 腸癌
は4例 と比較的少ないという。中榛らりはさらに皮膚
筋炎患者にみられた胃癌症例に対して検討を加えて,
73例中記載の明らかな25例において,肉 眼的進行度は
Stage IV 23例,Stage I,IIIが各 1例であったと報告
している。自験例でもStage lv 2例Stafge II1 1例

とかなりの進行癌であり,皮 膚筋炎に合併する胃癌症
例は進行癌である可能性が極めて高い,ま た胃癌例に
おける病理組織を記載のあった16例と本例 3711を合せ

て検討すると末分化型腺癌10例,分 化型腺癌 9例であ
り,病 理組織学的には特有なものはないと思われる。

皮膚筋炎の確定診断後,早 期に胃癌が発見されては

いるが,必 ずしも早期病変が発見されているわけでは

ない。 しかし,治 癒,非 治癒切除を問わず主病変切除
によって,皮 膚症状は自験例で 3例 中 2例 に,中 篠
もめ59.1%に改善傾向を示したと報告している。これ
は腫瘍成分が皮膚症状の原因の一つとして予想される

ものであり,免 疫機構の異常のもとに悪性腫瘍の成分
が抗原となり皮膚症状を発症させている可能性があ
る。さらにGrace。,Curtis9は自己腫瘍組織に対する循
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環抗体の存在を証明しており, 自己免疫的機序の関与
を示唆している。

2)常 状疱疹と悪性腫瘍 :Wrightは い胃癌262例中
2例,大腸癌353例中 3 allに帯状疱疹の合併を認め,腫

瘍患者3,987例中34例(0.85%),特 にLymphomaに 高

率に合併したと報告している。一般に帯状疱疹は造血

系の悪性腫瘍と併存することが多く,悪 性 リンパ腫の

20%以 上に帯状疱疹の同時発生を認めの,播 種性帯状

疱疹の場合その65%に 造血系悪性腫瘍が見られる。と
いわれている。本邦での消化器癌との合併率,両 疾患
の相関についての報告は少なく,日 代りは胃癌切除術

後に発症した 1711,相模10は播種性帯状疱疹を合併し,
IgM低 値,DNCB貼 布試験陰性であつたが他の免疫学
的検査は正常であった胃癌症例を報告している。
Ragozzinolりは帯状疱疹羅患前後の悪性腫瘍の発症

を検討しており,590例の帯状疱疹症all中,36例は悪性

腫瘍の診断後に帯状疱疹に罹患し,乳 痛が13例と最も

多く,次 いで結腸直腸癌が9例 であった。残りの帯状

疱疹濯患後の症例について経過観察したところ,大 腸

癌21例,乳 癌14例,肺 癌10例,勝 脱癌 7例,自 血病 4

例,Lymphoma 3例 が発症したと報告している。さら
に,大 腸癌21例中,帯 状疱疹羅患後 1年以内に癌と診
断されたものは1例, 2～ 5年以内のものは2例,他
18例は6年以上経過後に発症し,男女比は7:14と 女性
に多く,帯 状疱清罹患後の女性は大腸癌に罹患する危

険があると報告している。自験例 3例中2例 は皮膚症

状が先行し,悪 性腫瘍検索にて胃癌を診断され,残 り
の 1例は胆嚢癌の経過中に帯状疱疹に罹患したもので

ある.

担癌生体だおける免疫異常が帯状疱疹の発症誘因と

なっているのあ 帯状疱疹のウイルス感染が癌発生の

誘因になるかは不明である。

3)類 天疱清と悪性腫瘍 :本邦でのこの両者の併存
例の報告は少なく自験例を含めて検索しえたものは17

例であった(表4).胃 癌 8例,食 道癌 3例,子 宮癌 2

例,膵 癌,直 腸癌,扇 桃癌,悪 性繊毛上皮腫の各 1例

であり,男 性止例,女 性 6例である。17例中13例は消
化器癌であり千見寺12jの

報告でも腫瘍摘出により水疱

発生,あ るいは皮疹の消失をみたと報告している.自
験例でも直腸癌摘出術後,皮 膚症状の消失を認めてい

る。これは腫瘍物質と皮膚病変の因果関係を予想させ

るものであるがDahiら 1のは卵巣癌合併例で,腫 瘍細

胞を用いた抗基底膜抗体との反応を試みたが陽性所見
は得られなかったと報告している. しかしBeutnerlゆ
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表4 類 天疱清と悪性腫瘍

7 4t  ■9'● 34 X  憲 佐綿に上疫腫

らは抗基底膜抗体の臓器別結合能に関する報告で,類

天疱清抗原が重層扁平上皮依存性があると述べてお

り,食 道癌との合併例では,腫 瘍細胞の崩壊が類天疱

清の発症要因の一つとなると予想される19。しかし悪

性腫瘍と類天疱清との因果関係については現在のとこ

ろ不朔である。

4)天 疱盾と悪性腫瘍 t著者らが検索しえた本邦に

おける併存例は自験例を含め,胃癌 3例 ,子宮癌 2例 ,

上顎洞癌 1例,総 胆管癌 1例,悪 性リンパ腫 1例の8

例であった。Krain10は26例の天疱清をともなう胸腺

腫および悪性腫瘍を報告しているが,そ のうち消化器

癌は胃癌 1例,食 道癌 1例の2例 であり,54%が リン

パ網内系腫瘍であり,全 体の48%に 自己免疫疾患の併

存を認めたと報告している。その原因として,① 悪性

腫瘍が天疱漕抗体を生産する。②悪性腫瘍が表皮細胞

間物質と類似の抗原決定基を持ち,悪 性腫瘍に対して

作られた抗体が表皮細胞と交差反応する。③天疱清の

治療に使用されるステロイドにより悪性腫瘍の発症が

助長される.④ 自己免疫的素因の上に両疾患が発生す

るとの説をあげている。木花1のはさらに悪性リンパ腫

に天疱清が合併した症例を報告しており,そ の中で,

因果関係に触れ,治 療によリリンパ腫組織,あ るいは

正常組織が破壊され, この破壊組織に対して個体が抗

体を作るのではないかと報告している。

以上,皮 膚筋炎,帯 状疱疹,天 疱盾,類 天疱清はそ

れぞれ独立した皮膚疾患としてあげられるものである

が, これらはいずれも統計的に内臓悪性腫瘍を併発し

てくる率が高く,悪 性腫瘍検索を十分に行い,さ らに

経過観察を必要とするものである。

5)反 応性皮膚病変と悪性腫瘍 :内因性の中毒やア

レルギー性成因による反応性皮膚病変を伴う疾患とし

て結節性痒疹と紅皮症があるが,わ れわれはこれに胃
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癌を合併 した症例を経験 した。紅皮症 と胃癌の伴存例

は,検 索 しえた限 りでは岡田1ゆの噴門部早期胃癌の 1

例 と,早 期胃癌および胃切除後に上顎癌 と併存 した 1

例1り
,および自験例の 3例 であった。紅皮症を伴 う悪性

腫瘍 としては Sezary症 候群,自血病,ホ ジキン病など

が知 られているが,上 皮性悪性腫瘍の合併は少なく例

外的である2の。しかしCormia21)は乳癌に合併 した紅

皮症において腫瘍摘出とともに一時皮膚症状が軽快

し,癌 再発 とともに皮膚症状が再度出現した例を報告

している。

悪性腫瘍の底癖の原因としては,悪 性腫瘍の崩壊産

物または代謝産物によるアレルギー性中毒反応が考え

られてお り,悪 性腫瘍 としてはホジキン病,白 血病,

癌, カルチノイ ド,骨 髄腫,菌 状息肉症にしばしば認

められている。

Dermadromと して,皮 膚筋炎,帯 状疱疹,天 疱盾,

類天疱清,結 節性痒疹,紅 皮症などの疾患を診るにあ

たっては悪性腫瘍の併存を強 く疑って精査をする必要

がある。自験例では黒色表皮症の併存例はなかったが,

これは悪性腫瘍 との合併率は高 く,病 理組織学的にい

ずれも腺癌である特徴がみられ,そ の多 く (60～90%

以上)は 胃癌であることも忘れてはならない。自験例

における汗孔性角化症,自 斑,シ ューグレン症候群に

ともなう皮膚病変は,た またま胃癌が併存していたと

も考えられるが,悪 性腫瘍の合併例の報告
2のも認めら

れ,そ の因果関係については今後の検討が必要 と思わ

れる.

結  語

以上,皮 膚疾患を伴った消化器癌16例を報告 し,文

献的考察を行った。
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